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編集後記

たいへん遅くなりましたが、第 17号ができあがりました。これまで以上に長丁場となりまし

たが、執筆者のみなさん、査読者のみなさん、文成印刷のみなさん、辛抱強くご協力いただき本

当にありがとうございました。また、これまでと同様、今号に対しても、一般社団法人台湾協会

よりご支援をいただいています。厚くお礼申し上げます。

そして、ここまで刊行が遅れましたこと、深くお詫び申し上げます。今号に関しては、特集の

2論文が重厚なものになること、また掲載される論文・研究ノートが前号や前々号よりも多くな

ることを予測し、できるだけ効率的に編集を進める必要があると考え、それなりに手は打ってあっ

たのですが、結果からみればまったく甘かったと言わざるを得ません。今後の教訓として次の編

集委員会に伝えておきたいと思います。

第 17号には、呉介民さんと林宗弘さんの論文のほかに、14本の投稿があり、7本が論文として、

2本が研究ノートとして採用されました。ご覧の通り、中堅、ベテランによる論文が多いことが

特徴です。さまざまな世代から投稿があるのはよい傾向だと思います。

今号も本体が偶数頁で終わりましたので、蛇足ながら、少々、所感を述べたいと思います。日

本台湾学会はさまざまな分野の研究者が集まる学際的な学会です。その機関誌である『日本台湾

学会報』の重要な役割は、台湾にかかわる学際的な交流を促すことだと考えられます。ですので、

投稿者には、専門の異なる台湾研究者にも読んでもらうことを、是非、強く意識して論文を執筆

してもらいたいと思います。得てして専門性を追求すると、他分野の人には読みにくい文章にな

りがちです。『日本台湾学会報』の読者には、折角、台湾への関心を共有し、多彩なバックグラ

ンドを持つ人たちが集っているのですから、その人たちとのコミュニケーションを大切にして欲

しいと思います。

最後にご挨拶したいと思います。既に次の編集委員会は発足しています。わたしが次号の編集

に携わることはありませんし、恐らく将来も再び編集に関わることはないと思います。第 2号、

第 3号および第 14号から第 17号と計 6号、『日本台湾学会報』の編集を担当してきました。この間、

多くの方にご助力をいただきました。改めてお礼申し上げます。特にともに編集をおこなってき

た編集委員の方々にはたいへん感謝しております。心より、お疲れ様でした、ありがとうござい

ますと申し上げたいと思います。

当初、10号まで刊行できるかどうか危ぶまれた『日本台湾学会報』もこうして第 17号に至り

ました。やや自画自賛にもなってしまいますが、執筆者や査読者の方々のおかげで内容もなかな

かのものになっていると思います。編集から離れるにあたり、学会員のみなさんには、論文や書

評の執筆者として、あるいは査読者として、あるいは編集委員として、そして読者として、今後

も『日本台湾学会報』を支えていっていただきたいと、強く訴えたいと思います。

（編集委員長　佐藤幸人）


